
スポーツ少年団で育ったトップアスリートたち！ 

 賛助会員の皆様始め、各競技団体の皆様には、日頃から本協会の運

営・事業推進等に多大なるご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上

げます。 
 本協会は、市と連携を密にしながら、阿賀野市のスポーツ推進と各

競技団体の競技力の向上、さらにスポーツ少年団の育成とその活動を

通して、子供たちの体力や競技技術の向上等に積極的に取り組んでい

るところであります。 

 また、昨年度は市から格別なるご理解、ご支援をいただき、本協会の永年の懸案事項であ

りました事務局長の常勤化等、事務局体制の整備・充実を図ることができました。これによ

り、本協会のより良い運営と各種事業等の一層の充実を図ることができ、改めて市ご当局に

深く感謝致しているところであります。 

 ところで、本協会は毎年、北信越大会や全国大会に出場し、活躍された選手を表彰してお

りますが、今年も優秀競技者賞 10 名、奨励賞 153 名の皆さんを表彰いたしております。 

 その中で、優秀競技者賞として、一般の柔道で旭化成所属の西潟健太選手が、昨年 11月

に行われた全日本選抜柔道体重別選手権大会 100 キロ超級で見事優勝しております。同じく

一般柔道で五十嵐遼介選手が全国警察柔道大会 90 キロ以下級で準優勝に輝いております。 

 また、一般の空手で、拳神会所属の高木綾乃選手が、船越義珍杯第 13 回世界空手道選手

権大会で準優勝をしております。卓球では、中央大学 1年生の山本怜選手が関東学連年間優

秀選手第 1位を受賞しております。そして、高校野球では、日本文理高校の川口達朗選手、

荒木陵太選手が甲子園に出場し、ベスト 4まで進んでおります。 

また、中学生では、野球の後藤海翔選手、バドミントンの石塚凌選手、小林悠斗選手、小学

生ではバドミントンの高橋桃香選手がそれぞれ国際大会や全国大会に出場し、活躍されてお

ります。 

 このように、全国レベルで活躍しているトップアスリートの皆さんは、いずれも小・中学

生の頃、地元のスポーツ少年団に入って、各競技団体の指導者の指導を受け、育った選手で

あります。そして今も多くのスポーツ少年団の団員の皆さんが、それぞれ大きな目標、夢を

もってそれぞれの競技に一生懸命頑張っております。 

 近い将来、阿賀野市のスポーツ少年団で育ったアスリートの皆さんが、オリンピックや世

界大会に出場し、大きく羽ばたいてくれることを期待しております。 

 ところで、これまで賛助会員の皆様方から戴いた貴重な浄財は、本協会の活動資金

等に有効に活用させていただいているところでありますが、体育協会のより良い運営

や事業推進を図っていくためには、自主財源の確保が最も重要なことと思っておりま

す。 

 これからも、賛助会員の皆様から一層のご理解とご支援・ご協力をよろしく申し上げ、あ

いさつといたします。 
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